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令和６年度　 吉田町公共 　下水道事業決算報告書

(1) 収益的収入及び支出
　収　　入

第1款　下水道事業収益

 第1項　営業収益

 第2項　営業外収益

 第3項　特別利益 0 0 0

　支　　出

第1款　下水道事業費用

 第1項　営業費用

 第2項　営業外費用

 第3項　特別損失

 第4項　予備費

区　　　　分

予　　　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　　　　　額

当初予算額 補正予算額
地方公営企業法第24条
第３項の規定による支
出額に係る財源充当額

743,108,000 828,000

116,447,000 0 0

0

626,661,000 828,000 0

区　　　　分

予　　　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　　　　　額

当初予算額 補正予算額
予備費
支出額

0 724,120,000

流用増減額

地方公営企
業法第24条
第３項の規
定による支
出額

小　　計

661,975,000 828,000 0 0 0

723,292,000 828,000 0 0

662,803,000

60,316,000 0 0 0 0 60,316,000

1,000,000 0 0 0 0 1,000,000

1,000 0 0 0 0 1,000
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令和６年度　 吉田町公共 　下水道事業決算報告書

(単位：円）
予　　　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　　　　　額

決　算　額
予算額に比べ
決算額の増減

備　　　　　　考
合　　　計

△ 59,598,496

116,447,000 118,610,761 2,163,761

0

743,936,000 684,337,504

627,489,000 560,419,515

5,307,228

予　　　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　　　　　額

地方公営企
業法第26条
第２項の規
定による繰
越額

決　算　額
合　　計

0 724,120,000 677,950,214

地方公営企
業法第26条
第２項の規
定による繰
越額

0

0

0 662,803,000 0615,158,055

57,647,65960,316,000 0

0 1,000,000 00 1,000,000

不　用　額

46,169,786

47,644,945

2,668,341

1,000 5,144,5000

5,307,228

（うち、仮受消費税及び地方
消費税　10,765,583円）

（うち、消費税及び地方消費
税還付金 8,226,805円）

△ 67,069,485

0 △ 5,143,500

備　　　　考

（うち、仮払消費税及び地方
消費税 16,049,331円）
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(単位：円)

１．営　業　収　益

　（１）下 水 道 使 用 料 107,736,400

　（２）その他の営業収益 108,778 107,845,178

２．営　業　費　用

　（１）管渠及び処理場費 150,797,166

　（２）総　　係　　費 35,891,948

　（３）減 価 償 却 費 412,419,610

　（４）資 産 減 耗 費 0 599,108,724

　　営　　業　　損　　失 491,263,546

３．営　業　外　収　益

　（１）受取利息及び配当金 59,928

　（２）他 会 計 負 担 金 108,227,058

　（３）他 会 計 補 助 金 14,937,861

　（４）補助金 16,232,000

　（５）長期前受金戻入 412,419,610

　（６）雑　　収　　益 335,820 552,212,277

４．営　業　外　費　用

　（１）支払利息及び

　　　　企業債取扱諸費 57,647,659

　（２）雑　 支　 出 2,833,625 60,481,284 491,730,993

　　経　　常　　利　　益 467,447

５．特　　別　　利　　益

　（１）その他特別利益 5,307,228 5,307,228

６．特　　別　　損　　失

　（１）過年度損益修正損 5,144,500

　（２）その他特別損失 0 5,144,500 162,728

　　当 年 度 純 利 益 630,175

　　前年度繰越利益剰余金 1,549,807

　　当年度未処分利益剰余金 2,179,982

収入 665,364,683

支出 664,734,508

630,175

令和６年度  吉田町公共下水道事業損益計算書

(令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで)
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資本剰余金 未処分利益 利益剰余金
合計 剰余金 合計

0 0 0 0 630,175 630,175 630,175

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 630,175 630,175 630,175

(当年度未処分利益剰余金)

2,179,982

資本合計

（単位 ： 円）

補助金
一般会計
繰入金

資本金

剰　　余　　金

資本剰余金 利益剰余金

494,950,304 1,549,807 1,549,807 517,575,334

当年度変動額

247,475,152

当年度純利益

当年度末残高 21,075,223 2,179,982247,475,152

当年度期首残高 21,075,223 247,475,152

518,205,509247,475,152 494,950,304

令和６年度　吉田町公共下水道事業剰余金計算書

　（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

資本金への組入
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Ⅰ 重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

⑴ 有形固定資産

・減価償却の方法

・主な耐用年数

建物 15 ～ 50 年

構築物 10 ～ 50 年

機械及び装置 10 ～ 20 年

工具、器具及び備品 4 ～ 5 年

２ 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

⑵ 賞与引当金

⑶ 法定福利費引当金

⑷ 貸倒引当金

３ 消費税及び地方消費税の会計処理

Ⅱ 貸借対照表等関連

１ 企業債の償還に係る一般会計の負担

２ 引当金の取崩し

⑴ 賞与引当金の取崩し

⑵ 法定福利費引当金の取崩し

　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づ
き、当年度の負担に属する額を計上している。

　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支
給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

　債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により、回収不能見込額を計上して
いる。

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

　貸借対照表に計上されている企業債（当年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定の
ものも含む。）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は4,523,804,352円である。

　令和６年度において、期末手当及び勤勉手当として9,041,871円（夏季＋冬季）を支給す
ることとなったため、賞与引当金2,769,984円を取り崩した。

　令和６年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として1,691,470円（夏季
＋冬季）を支出することとなったため、法定福利費引当金534,769円を取り崩した。

注記

定額法

　職員の退職手当は、毎年度支払う一定の負担金のみを下水道事業が負担し、積立金の不足
等に応じて発生する追加的な費用負担はすべて一般会計が負担しており、将来下水道事業に
は新たな費用が発生しないため、退職給付引当金は計上していない。
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⑶ 貸倒引当金の取崩し

Ⅲ リース契約により使用する固定資産

１

２

１年内     2,009 千円

１年超     3,307 千円

計     5,316 千円

　令和６年度において、債権の不納欠損による損失に充てるため、貸倒引当金182,314円を
取り崩した。

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた
会計処理によっている。

　賃貸借処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当
額

リース会計に係る特例措置

2,355,360

1,689,230

4,044,590

円

円

円
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